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【書評】
D.A. レン ・R.G.グリーンウッド共著
（井上昭ー・伊藤健市・廣瀬幹好監訳）
『現代ビジネスの革新者たち
ーテイラー，フォードからドラッカーまで一』
片岡信之
ー
ここに書評として取り上げる井上昭ー・伊藤健市・廣瀬幹好監訳『現代
ビジネスの革新者たち—テイラー，フォードからドラッカーまで一』
(2000年7月， ミネルヴァ書房）は，経営管理論史で米国を代表する研究
者である D.A.レン博士（オクラホマ大学教授，以下レンと略称）とその親
友であった故R.Gグリーンウッド博士（前GMI技術・経営大学教授，以下
グリーンウッドと略称）との共著による労作の全訳である。原書名は
Daniel A. Wren & Ronald G. Greenwood, Management Innovators : The 
People and Ideas That Have Shaped Modern Business, 1998, Oxford 
University Press, Inc. New York. N.Y. U.S.A. である。
もっとも，本書企画当初は2人の共著として進められていたが，途中で
グリーンウッドの逝去により，一時中断していたものを，レンがこの親友
や関係者のために捧げる形で大部分を書いて共著として刊行したというの
が正確であろう（全12章のうち，第12章がグリーンウッドの筆になるもの
である以外は，レンの書き下ろしによっている）。その意味では，通常の共
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著書とは，多少意味合いが異なり， レンの単著に近い作品である。
「監訳者あとがき」にもあるように， レンは米国経営学会管理史部会長
（日本の経営学史学会理事長に相当する）を務め，「現代随一の経営管理史
家」とアメリカで評価されている人物である。 H本でも車戸賓監訳『現代
経営管理思想ー一その進化の系譜-.I(1982, マグロウヒル好学社）（原
書名 TheEvolution of Management Thought)で夙に広く知られ，また，
経営学史学会第 7回大会 (1999年5月21-23日，於桃山学院大学）でも特別
講演「マネジメント史の新世紀」（のちに経営学史学会編『経営学百年一~
鳥敵と未来展望―（経営学史学会年報第 7輯）』2000年，文慎堂，に所収）
をしてお馴染みとなった人でもある。 The Evolution of Management 
Thoughtは版を重ねているロングセラーで，現在第4版の邦訳が佐々木恒
男博士（日本大学）を監訳者として進行中なので（車戸監訳は第 2版），い
ずれまた新たな装いの書に日本人読者は触れることができよう。
ここで本書の目次構成と各章訳者分担一覧を掲げておく。［ 】内が訳者
名，（ ）内は本書に取り上げ論じられている人物名である。
H本語版への序文
序—ビジネス革命—
第1部 アメリカ企業の革新者
【井上昭ー 】
【井上昭ー 】
l 発明の天才Inventors(イーライ・ホイットニー， トマス・アルバ・エジソン）
【村上喜郁】
2 製造の革新者Makers(サイラス ・H・マコ ‘ ーミック，アンドリュー・カー不
ギー，ヘンリー・フォード）
【伊藤健市】
3 販売の革新者Sellers(アレクサンダー・T・スチュアー ト， リチャード・W・
シアー ズ） 【竹林浩志】
4 運輸の革新者Movers(ジェー ムス・ J・ヒル，エドワード ・H・ハリマン）
【伊藤健市】
5 通信の革新者Communicators(サミュエル・フィンレー・ブリーズ・モース，
エズラ・コーネル，アレグザンダー・グレアム・ベル） 【廣瀬幹好】
6 金融の革新者Financiers(ジェイ・グールド， J.ピアポント・モルガン）
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【高田清将】
第I部企業活動の思想家
7 エフィシエンシーの思想家 WorkingSmarter (フレデリック・W.テイラー ，
リリアン・ギルプレスとフランク・ギルプレス，上野陽一） 【伊藤健市】
8 オーガニゼーションの思想家 Organizers(ウイリアム・ C・デュラント，ァ
ルフレッド.p. スローンJr.,チェスター・ I・バーナード） 【高見仁】
9 モチベーションの思想家Motivators(エルトン・メイヨー，エイプラハム・
H・マズロー，フレデリック・ハーズバーグ） 【高田清将】
10 リーダーシップの思想家Leaders(ニコロ・マキアペリ，メアリー・パーカ
ー・フォレット，ダグラス ・M・マグレガー） 【竹林浩志】
11 クォリティの思想家 QualitySeekers (ウイリアム・エドワーズ・デミング，
ジョセフ・モーゼス・ジュラン，大野耐ー） 【廣瀬幹好】
12 マネジメントの思想家 Guru(ピーター ・F・ドラッカー） 【井上昭ー 】
監訳者あとがき
I 
「第 I部 アメリカ企業の革新者」では，「発明の天才」が発明と革新に
よって新しい産業と業界を創出し，生活と産業を変え，競争環境を変え，
経済全体を変えたダイナミックなプロセスが，まず描かれている。さらに，
アメリカ的な製造・販売・運輸・通信・金融といった経済の主要分野にお
いて，それらの業界がどのようにして作られ，革新され，発展させられた
かについて，代表的な人物が取り上げられている。何れも，各分野で，後
続の人々に大きな影響を与えた人物ばかりである。
第1章では，発明がアメリカで産業革命を起こすには不可欠だったとし
(4頁）， 18世紀末と19世紀に成功した天才的発明家ホイットニー (1765-
1825)とエジソン (1847-1931)をとりあげる。ホイットニーは綿繰り機や
互換性部品によるマスケット銃の生産によって，産業を変革し，新しいエ
業化時代の象徴となった人物である (4頁）。そして彼の綿繰り機が奴隷制
を一層利益あるものに変えてその制度を強化した反面，マスケット銃の方
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は北部連邦兵器廠の製造技術に採用されて奴隷解放戦争に貢献したという
歴史の皮肉に言及している (12頁）。また，電気・通信を中心に1600余の特
許を取り，天才発明家から製造業者になって現在のGEの始祖となったエ
ジソンの生涯が取り上げられている。
第2章は製造の革新者として．初期アメリカ製造業の発展を象徴する 3
人の人物が取り上げられる。マコーミック (1809-1884)は刈り取り機会社
を国際的大規模製造企業に成長•発展させ．カーネギー (1835-1919) は鉄
鋼業で最初の一貫製造企業を作りだし．フォード (1863-1947)は静止式組
み立て方式だった自動車業界に画期的な移動式組み立てライン方式を導入
したのであった。 3人とも，労働集約的作業場での生産・労働を，大規模
工場生産に切り換え，また産業界が組み立てライン生産に移行するという
アメリカ的製造方式の開花期に，パイオニアとして大きな影響力を持った
人たちであった。
第3章では販売の革新者が2人取り上げられる。百貨店という概念を作
りだし，織物商人から百貨店の創始者となったスチュアート (1803-1876)
と，引き受け手のない時計の積み荷を入手し，成功的な通信販売会社を設
立し，カタログ商法・メールオーダー会社を作ったシアーズ (1863-1914)。
ともに19世紀後半に新しいマーチャンダイジング手段，新しい流通経路を
開発した巨人である。
第4章は運輸の革新者である。アメリカ鉄道運輸業者の厖大なリストか
ら代表的人物を選ぶのは難しいが……と断りながら，著者はそのなかから
ヒル (1838-1916)とハリマン (1848-1909)を取り出す。〈ヒルとハリマン
は鉄道システムの統合者であると同時に建設者であるから》，というのが理
由である。例えばヒルは．アメリカ北西部（五大湖から太平洋にかけて）
において，鉄道を敷設したり．既存の鉄道を合併・買収したりして，アメ
リカ北西部そのものを．鉄道を通じて作りかえた人である．と言う。ハリ
マンの手法も同様で，彼等はバラバラの鉄道をもっと効率的なシステムに
統合する必要性を，時代に先んじて強く認識していたのであった。
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第 5章は通信の革新者である。通信は，全国的鉄道網とならんで， 19世
紀アメリカのビジネスに極めて大きな影響を与えた産業だと評価されてい
る。とくに国内市場や国際市場の形成にとって，その影響は測り知れない。
当時の電信は，現代のインターネット，電子メール，人工衛星以上の意義
を持っていた，と著者は言う（序VI頁）。この面での革新的貢献者として 3
人が上げられている。モース (1791-1872), コーネル (1807-1874), ベル
(1847-1922)である。モースは電信によるコミュニケーション革命を遂行
した人と評価されている (1837年の電磁記録電信特許取得に始まり，会社
設立，大陸横断電線の完成，大西洋横断ケープル敷設の完成，テレコミュ
ニケーションの世界標準化）。コーネルはモースの特許による電信線の敷設
を軸に電信事業を築き上げ・推進した人物，またベルは電話による長距離
コミュニケーションの進歩に貢献した人物である。とくにベルは発明家か
つ企業家として，後の AT&Tに繋がるベル特許協会ーベル電話会社を設
立したことでも知られる。
第 1部の締めくくりは金融の革新者である。ここでは19世紀末から20世
紀初頭にかけての企業金融事情と絡めて 2人の人物が取り扱われている。
グールド (1836-1892) とモルガン (1837-1913)である。グールドはウォ
ール街の抜け目なくずるい投機家・企業買収屋，強欲な守銭奴として極め
て悪名高い伝説中の人物であるが，著者はそのような評判をグールドがな
ぜ得るようになったかを紹介すると共に，他面では当時と今日とでは企業
金融や法的規制の事情が全く異なっていたこと，彼の知られざる貢献点も
あったことを紹介して，通俗の風評とは異なった冷静かつ客観的な記述に
徹している。他方，モルガンは言わずと知れた代表的な投資銀行家であり，
証券業務を通じて，金融界はもとより産業界に影響力を拡げた人物である。
トラスト（または「利益共同体」）創設者として，「偉大な統合者」と位置
づけられる存在となった。そして長らく（連邦準備制度が出来るまで），事
実上の中央銀行に近い存在として，金融政策を動かす程の影響力を持って
きたのである。何れにせよ， 2人が活躍した時代の企業金融状況が， 2人
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の人物史を通して浮彫にされている。
第I部は，「企業活動の思想家」というタイトルのもとに，「すぐれた経
営管理法とはどのようなものであるかを追究した人々を選んでその活動を
論じている」 (B本語版への序文I頁）。それらの人々は「近代的な経営管
理の実践についてパイオニア的役割を演じ」（同），「組織や管理についての
我々の観念に革命をもたらした」（同VD1頁）と著者が評価する人たちである。
第7章は「ただやみくもに働くよりも，むしろ知的に働くことに精力を
傾けた人々」の話である。「エフィシェンシーの思想」と名付けられたこの
章では，テイラー (1856-1915),F. ギルプレス (1868-1924)とL.ギルプレ
ス (1878-?),上野陽一 (1883-1957)が取り上げられている。テイラーと
ギルプレス夫妻は，体系的管理という思想を深め，生産における人間的要
索の重要性を高めた人々である，と評価されている (173頁）。他方，上野
は欧米流の科学的管理思想を日本に導入するのに貢献し，知識の文化的交
流の場を提供し，東洋と西洋を密接に結ぴつけた点が評価されている
(173,200頁）。テイラーや後継者たちとギルプレス夫妻との軋礫，夫亡き
後の L.ギルプレスの超人的な活躍等，記述は具体的かつ詳細で興味深い。
第8章「オーガニゼーションの思想家」ではデュラント (1861-1947),
スローンJr(1875-1966), バーナード (1886-1961)という対照的な 3人一
-「大規模組織をどのように経営し管理するのか（あるいは， しないのか）
についての異なった考え方を典型的に示している」 (204頁） 3人一ーが対
象となっている。「個々の部分を共通目的に効率的に結びつけることの出来
なかった，創業型経営者を代表」 (204頁）するデュラント，「組織的に混乱
していた第2位の自動車会社の管理を引き継ぎ，多種製品製造についての
新しい考えを生み出した」 (204頁）スローン，「共通目的に向かって喜んで
働く人々の協働システムを創り出す必要性を見出し，権限についての異な
った概念を提案した」 (204頁）パーナード。彼らを通じて，著者は，組織
の存在や逆にその欠如が，成功と失敗を分ける決定的な要因であることを
示している。
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第9章は「モチベーションの思想家」としてメイヨー (1880-1949), マ
ズロー (1908-1970),ハーズバーグ (1923-)の3人があがっている。労働
の社会的側面，モラール向上と業績向上を共に刺激するのに必要な監督者
のタイプを強調したメイヨー，人間の欲求階層について考察し・自己実現
しようとする個人の管理のあり方を説いたマズロー，動機づけ要因ー衛生
要因の提起と職務充実提唱で知られるハーズバーグ。これらの人々は，経
済人仮説に疑問を投げかけ，動機づけについてのわれわれの理解を拡げて
くれたものとして評価されている。
第10章は「リーダーシップの思想家」である。ここではマキアベリ (1469
-1527), フォレット (1868-1933), マグレガー (1906-1964)の3人があげ
られている。マキアベリは経営学者でも経営者でもなかったが，しかし『君
主論』を通じて，いかにトップの地位を獲得しうるか（実力，運命，非道
によって），いかにトップの座を維持するか（虚偽，欺盛，獅子であり狐で
あることを通じて）を論じ，人間観，権力の本質，その使用法について語
って，一種特異なリーダーシップ論を展開しているものとしてとりあげら
れている。フォレットは，それとは対照的に，共同責任，統合，アソシェ
ィッ，状況の法則， power-withなどを強調し，「リーダーシップのルネッ
サンスに値する」 (262頁）と評価される。 X理論―Y理論で有名なマグレ
ガーも，「マキアベリの人間仮説に挑戦し，フォレットの人間協同の可能性
への信念を拡大した」 (268頁）ととらえられる。こうして本章では，人間
の本質に関する対照的な見方にふれることが出来るのである。
第11章は「クオリティの思想家」である。デミング (1900-1993), ジュ
ラン (1904-?) , 大野耐ー (1912-?)はいずれも，品質改善を追求した代
表的人物として選ばれている。デミングが長年の品質改善活動を母国アメ
リカでほとんど認められず，逆に戦後日本での活躍で勲二等瑞宝章を授与
された最初の米人となったこと，晩年に米国でもやっと認められH本のデ
ミング賞の36年後 (1987年）に米国でもポルドリッジ国家品質賞が創設さ
れたこと等，興味深い逸話で溢れている。高質経営・「パレート原理」等で
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知られるジュランが，デミングと同様にウエスタン・エレクトリック社ホ
ーソン工場で働き，シュハートに感化され，日本で認められ，勲二等瑞宝
章を授与されたという，両者の共通点に関する逸話もまた興味深い。日本
からは， トヨタのジャスト・イン・タイムの生みの親大野耐ーが選考の栄
誉に浴している。
第12章は「マネジメントの思想家」と題されていて， ドラッカー 1人だ
けがあがっている。結章にドラッカー(1909-)を持ってくることによって，
「発明の天才Inventors」（第1章）で始まった本書の内容は，競争環境下
でピジネスを成功させるには〈発明とイノベーション》が重要であるとい
うことの確認で終わるという，一貫性を保った形になっている。 ドラッカ
ーの所説は周知の通りであるが，本章は単にそれを紹介するというにとど
まらず，それを一歩出ている。というのは，この第12章はグリーンウッド
の筆になるものであり，彼はドラッカーの学生であり，研究助手であり，
長年の友人，理論的継承者だったからである。彼でなければ書けないドラ
ッカーに関する逸話を散りばめながら，目標管理と自己統制，的を射た質
問の投げかけ方，数々の名言等について， ドラッカーをコンパクトに紹介
している。
II 
本書は現代の企業管理者と経営管理を学ぶ学生を対象とした啓蒙書であ
る。このことは筆者自身も (B本語版への序文I頁），訳者も認めていると
ころである（監訳者あとがき313頁）。
その点から評価すれば，本書は成功していると言えるだろう。第1部は
「発明の天才」からはじまって，製造・販売・運輸・通信・金融の各事業
分野での革新者をとりあげ，人物像を生き生きと描いており，小説を読む
かのごとく楽しく読ませてくれる。それでいて通俗なおもねりの偉人伝と
は一線を画して，記述は客観的であり，内容は濃く，簡にして要を得てい
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る。しかも，過去の記述を通じて，今日のわれわれの生き方に多くの示唆
を与えてくれる。第2部は，アメリカ経営管理史のなかから主要人物を選
定し，エフィシェンシー・オーガニゼーション・モチベーション・リーダ
ーシップ・クォリティ・マネジメントの各領域に分けて，経営思想家の人
と生活，その主張内容のエッセンスを過不足なく伝えている。原書の文章
は読みやすい表現を意識して書かれているが，この翻訳書もまた，その精
神を体現するように，表現に工夫の跡が伺え，読みやすいものとなってい
る。
本書に登場する多くの企業家は，いかにもアメリカンドリームの国を思
わせるようなものが多い。ホイットニーは農家出身で家庭教師をしながら
大学を出，その後も就職が決まらずに家庭教師をしていた。エジソンは学
校嫌いで，列車内の販売員から出発し，そのうえ事故で難聴となっていた。
マコーミックは正規の学校教育を僅かしか受けておらず，鋳掛け・機械職
人の父から学んだ。コーネルもグールドも同様に，教育が僅かな機械工だ
ったり店員だったりした。スコットランド移民のベルは聴覚障害者の牧師
を父に持ち，聴覚障害者の教育学校を設立する事から始めている。カーネ
ギーは織機職人で失業したスコットランド移民の息子で，本人も若いとき
は紡績工場の糸巻き職人，電報配達夫などをしていた。フォードは農家の
息子で，夜勤技師，時計修理，バルブ製造，製材所，自動車会社勤務等を
経験している。シアーズは鉄道勤務から始めているし，ハリマンは貧乏牧
師の息子に生まれ，株式取引所の使い走りをしていた。このように，本書
に登場する偉大な企業家たちも，初めはごく平凡な出で立ちだったのであ
る。そこからどのようにして起業し，成長させ，組織し，管理し，……と
いう一連の進化の跡が，成功に導く時代状況とからませて，活き活きと描
かれている。
このような歴史記述を通じて，著者が狙っているものは何か。それは，
レンがかねてよりずっと一貫して取っている方法論的立場を知れば，明ら
かとなろう。著書等で何度もそれは繰り返し述べられているものであるが，
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最新の明快な発言を聴こう。
「私たちが理論を形成するのは歴史からなのです。過去についての私たちの理解
が，より良い理念の創造における私たちの進歩を検証する方法を提供するのです。
歴史は私たちの記憶装置（メモリー）であり，将来起こる出来事に備えるために過
去の出来事を解釈する手段なのです。ナレッジ・ワーカーとしての私たちの役割は，
絶え間のない学習を行うことです。すなわち，次世紀において他の人々が研究し付
加するメモリーを提供することなのです」 (D.A.レン〔廣瀬幹好訳〕「マネジメント
史の新世紀」経営学史学会編『経営学百年ー一鳥嗽と未来展望』文慎堂， 2000年，
22頁）
それは，監訳者たちが適切に紹介しているように，将来に対する序幕と
して過去を要約して示すということ，である（監訳者あとがき，313-4頁）。
こう受けとめれば，本書の構成が「第 I部 アメリカ企業の革新者」，「第
I部 企業活動の思想家」として編まれている意図が明らかとなる。すな
わち，第 1部で代表的産業分野での代表的企業家をとりあげ，その起業か
ら企業成長，組織，管理，……にいたる一連の現実的進化の認識記臆（記
憶装置）を集積して豊かにするとともに，第I部ではその上に立った理論
的解釈（思想）の様々な試みを，誰がどのように行ってきたかについて，
丹念に・鳥廠的に整理したもの，と見て良いであろう。
第I部で示されるような様々な解釈・理論・思想は，今後も次々に新種
のものが出て来るであろう。しかし，何れにせよ，その基盤は，①第 I部
で示されたような現実そのものの新たな史的展開（事業，企業，経営管理
の3面における）の歴史認識の更なる集積を基底に置いて，②過去に形成
されてきた様々な理論的解釈（思想）の歴史を参照しつつ，構築されてい
く以外にない。
この意味において，本書は事業史（産業史），経営史，経営管理史，経営
管理論史，現代経営管理論にわたる広範な領域をカパーした内容である。
その点からすれば，井上昭ー教授，伊藤健市教授，廣瀬幹好教授という経
「現代ビジネスの革新者たちー テイラー ，フォー ドからドラッカー まで一』（片岡） (431)107 
営史・経営管理史，経営管理論，経営管理論史のそれぞれにおいて著名な
大家を監訳者として本書の邦訳がなされたことは，最適な監訳者を得たも
のと言ってよいであろう。
本書の訳が丁寧で，推敲が行き届いていることは，文章を読んでみると
すぐ感じられることである。大学院生の訳者をかなりかかえて，訳語の統
ー・文章のトーンの統一等が一貫してベテラン城のレベルを維持している
のを見ると，監訳者が文字通り実質的に大きな努力を払われたであろう事
を推測させる。それに加えて，いたく感心させられたのは， じゅうぷん行
き届いた訳者注である。この丁寧な訳注のおかげで，〈アメリカ人には書き
流しでもわかることでも， H本人にはコンテキストの説明なしには意味が
よくわからない〉といったような記述でも，読者は行間を読むような深さ
で理解することが可能になった。また，原書に散りばめられているウイッ
トに富んだ内容や表現が，巧みな訳文によって，その雰lf気を良く伝えて
いる。本書翻訳の過程で，原著者レンが関西大学に招聘研究員として来日
し(1999年5月10日から 1ヶ月），訳者たちと親しく接したり，その前後も
度重なる電子メールでのやり取りをしたりして，入念に訳を仕上げられた
努力の成果として，高く評価されよう。
少し気になる点を敢えて挙げればただ一つ。本書邦訳のタイトルは『現
代ビジネスの革新者たち—テイラー，フォードからドラッカーまで一~』
となっており，他方，原書名は ManagementInnovators : The People and 
Ideas That Have Shaped Modern Businessである。原書副題の The
People and Ideas That Have Shaped Modern Businessの意味するところ
は，Peopleが主として第 1部を暗示し，Ideasが主として第I部を暗示して
いるものではないかと推定される。とすれば，邦訳書サプタイトルを「テ
イラー，フォードからドラッカーまで」と訳出することによって，本書第
1部を原著者の意図より軽い「刺身のつま」扱いにしてしまい，本書が専
ら第I部の論点を中心にした管理論史（管理思想史）の書であるかのよう
に誤解させる虞がないかということである。既に紹介したように，本書は
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第I部，第I部の両方を統一的に見るという方法論的視点を打ち出したこ
とに一つのユニークさと他にない良さがあった。この意図を滲ませた原書
のサプタイトルのニュアンスが失われはしないかということである。もっ
とも，この起こりうる誤解は，実際に本書を読めば氷解するのであって，
さしたる問題ではない。
ともあれ，現代アメリカ型ビジネスの形成史と，その上に立つアメリカ
流管理学の全貌を 1冊で知るには，本書ほど適当な書はない， といってよ
い力作である。学術書ではあるが，読み物としてもじゅうぶんに面白い。
ー読を勧めるゆえんである。（ミネルヴァ書房， 2000年7月， 315頁十XVI
頁十 6頁， 3500円）
